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新型コロナウイルス感染症の影響が出始めてからすでに3年目。
旅行者の実態について聞く年に一度の『じゃらん宿泊旅行調査』と、コロナ禍が人の意識をどう変えたかを問う

『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』から見えてきたのは、
コロナ禍で受けた傷からの「再生」を求める姿だった。

コ
ロ
ナ
禍
の
旅
か
ら
戻
る
こ
と 

戻
ら
な
い
こ
と
は
何
か
？

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
活
動

が
動
き
出
す
な
か
、
旅
行
に
つ
い
て
も
再

開
ム
ー
ド
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
デ

ー
タ
を
見
る
と
「
戻
っ
た
」と
は
言
い
難

い
部
分
も
ま
だ
多
い
。
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
変
化
が
も
と
に
戻
る
の
だ
ろ
う

か
？ 

今
回
は
、
２
つ
の
調
査
結
果
を
も
と

に
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
前

半
（
Ｐ
４
〜
11
）で
は
『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅

行
調
査
２
０
２
２
』か
ら
、
コ
ロ
ナ
２
年

め
の
旅
行
市
場
を
概
観
。
後
半
（
Ｐ
12
〜

17
）で
は
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ほ

ぼ
同
時
期
に
実
施
し
た
『
第
二
回
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
旅
行
価
値

観
へ
の
影
響
』調
査
か
ら
「
コ
ロ
ナ
後
の

旅
行
」の
姿
を
考
え
て
み
た
い
。

心を動かす、
日本を元気にする
観光・レジャーのプロデューサー
応援情報誌
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『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観への影響』より
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人と地域を
再生する旅へ

目 

次

　
日
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
み
な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
読
者
の
み

な
さ
ま
に
あ
り
が
と
う
、
そ
し
て
私
た
ち
に
知

恵
を
提
供
し
て
く
れ
る
す
べ
て
の
み
な
さ
ま
に

あ
り
が
と
う
、
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、こ
の
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。ち
な
み
に
、じ
ゃ

ら
ん「jalan

」
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
、「
道
」「
プ

ロ
セ
ス
」
の
意
味
で
す
。「jalan  jalan

」
で
、「
散

歩
す
る
」「
ブ
ラ
ブ
ラ
出
か
け
る
」「
旅
行
す
る
」

な
ど
の
意
味
に
な
り
ま
す
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
あ
り
が
と
う
」の
意
。

と
ー
り
ま
か
し

『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調
査
2
0
2
2
』

『
第
二
回
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

旅
行
価
値
観
へ
の
影
響
』よ
り

感
染
症
収
束
期
の
調
査
が
示
す
旅
の
未
来

人
と
地
域
を
再
生
す
る
旅
へ

先
進
事
例
に
成
功
の
ヒ
ン
ト
あ
り

持
続
可
能
な
学
「
D
M
O
経
営
」学  

第
1
回

D
M
O
経
営
の
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つ
の
課
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と

先
行
事
例
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イ
プ
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「
じ
ゃ
ら
ん
日
帰
り
旅
行
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ク
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ク
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ァ
イ
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グ
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2021年4月〜2022年3月の主なトピックス

■緊急事態宣言
■まん延防止等重点措置

・G7サミット
   開幕

・熱海市伊豆山土石流災害
・東京オリンピック開催

地域や時期ごとに
さまざな形の行動制限があった

2021年を振り返る

菅内閣総辞職
岸田内閣発足
沖縄県沿岸等に軽石漂着

・北京オリンピック開催
・ウクライナ危機
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全体 20〜34歳（ヤング） 35〜49歳（ミドル） 50〜79歳（シニア）

コ
ロ
ナ
影
響
は
ま
だ
大
き
い
が 

実
施
率
は
や
や
向
上

　
２
０
２
１
年
度
の
宿
泊
旅
行
実
施
率

（
１
年
の
う
ち
に
一
度
で
も
旅
行
を
し
た

人
の
割
合
）は
34
・
１
％
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
を
大
き
く
受
け
た
前
年
度
と
比
べ
る
と

す
べ
て
の
性
・
年
代
で
増
加
し
、
全
体
で

は
２
・
９
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
（
表
１

よ
り
）。
と
は
い
え
２
０
１
９
年
度
の
実

施
率
が
53
・
６
％
だ
っ
た
こ
と
と
比
較
す

る
と
ま
だ
低
い
水
準
。
旅
行
に
行
か
な
か

っ
た
理
由
と
し
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
影
響
」を
挙
げ
た
人
も
、
前
年
度
の
63
・

９
％
か
ら
は
下
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
の

ま
だ
６
割
近
く
い
る
（
表
２
）。

　
性
・
年
代
別
の
推
移
（
図
１
）
を
見
る

と
、
性
別
で
は
女
性
の
増
加
幅
が
や
や
大

き
く
、
年
代
別
で
は
若
年
層
で
大
き
く
増

え
た
。
と
く
に
増
加
幅
が
大
き
か
っ
た
の

が
20
〜
34
歳
女
性
（
４
・
８
ポ
イ
ン
ト
）と

35
〜
49
歳
女
性
（
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
）。
も

と
も
と
旅
行
意
欲
の
高
い
傾
向
に
あ
る
若

年
層
女
性
が
旅
行
を
再
開
し
た
こ
と
、
前

年
度
に
と
く
に
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
ミ
ド

ル
層
女
性
の
旅
行
が
や
や
回
復
し
た
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
35
〜
49

歳
女
性
に
つ
い
て
は
、
実
施
率
そ
の
も
の

は
31
・
０
％
と
ま
だ
低
く
、
50
〜
79
歳
女

性
の
31
・
４
％
と
同
水
準
。
前
年
度
に
引

き
続
き
、
長
期
休
暇
期
間
中
に
大
都
市
圏

で
緊
急
事
態
宣
言
が
出
て
い
て
子
連
れ
旅

行
が
実
施
し
に
く
か
っ
た
こ
と
が
想
定
で

き
る
ほ
か
、
感
染
症
へ
の
警
戒
感
が
強
い

層
が
本
格
的
な
旅
行
再
開
に
至
ら
な
か
っ

た
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

層
に
よ
っ
て
旅
行
回
数
に
差 

「
延
べ
宿
泊
数
」は
約
２
割
増

　
旅
行
に
行
っ
た
人
が
１
年
間
に
何
回
旅

し
た
か
を
示
す
旅
行
回
数
は
全
体
平
均
で

２
・
59
回
と
前
年
度
か
ら
微
増
（
表
１
よ

り
）。
し
か
し
性
・
年
代
ご
と
に
違
い
も
あ

り
、
た
と
え
ば
50
〜
79
歳
男
性
で
は
２
・

84
回
と
、
同
じ
層
の
２
０
１
９
年
度
の
結

果
（
２
・
85
回
）と
ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
た
。

一
方
で
35
〜
49
歳
女
性
は
２
・
27
回
と
２

０
２
０
年
度
（
２
・
28
回
）か
ら
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
る
延
べ

宿
泊
旅
行
者
数
（
図
２
）は
８
２
３
１
万
人

と
、
２
０
２
０
年
度
比
で
13
・
４
％
増
、
２

０
１
９
年
度
の
約
６
割
に
。
た
だ
し
延
べ

宿
泊
数
で
は
19
・
３
％
増
と
な
り
、
２
０

１
９
年
度
比
で
は
37
・
９
％
減
と
、
コ
ロ

ナ
前
の
約
半
減
ま
で
落
ち
込
ん
だ
２
０
２

０
年
度
と
比
較
す
る
と
持
ち
直
し
て
い
る
。

１
回
の
旅
行
あ
た
り
の
宿
泊
数
が
１
・
75

回
か
ら
１
・
83
回
に
増
え
た
の
が
そ
の
理

由
だ
（
宿
泊
数
に
つ
い
て
の
詳
細
は
Ｐ
８
）。

202
2

2021年度 （%）
1 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 58.6
2 何となく旅行をしないまま過ぎた 18.9
3 旅行に興味がなかった 18.1
4 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 8.5
5 ペットがいた 6.7
6 混雑するシーズンに旅行をしたくなかった 5.2
7 休みが取れなかった 4.3
8 将来が心配で支出を抑えたかった 4.2
9 国内で行きたいと思う場所がなかった 3.8
10 一緒に行く人がいなかった 3.6

2020年度 （%）
1 新型コロナ感染症の影響で行かなかった 63.9
2 旅行に興味がなかった 16.8
3 何となく旅行をしないまま過ぎた 15.8
4 家計の制約で旅行にお金がかけられなかった 7.3
5 ペットがいた 5.9
6 混雑するシーズンに旅行をしたくなかった 4.2
7 将来が心配で支出を抑えたかった 3.8
8 国内で行きたいと思う場所がなかった 3.7
9 休みが取れなかった 3.2
10 自分の健康上の理由（治療などの必要）があった 2.9

表2 国内宿泊旅行に行かなかった理由（国内宿泊旅行非実施者、複数回答）
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※推計値の算出は四捨五入していない実データで行ったため、見かけ上の計算が合わない場合がある

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度
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図2  延べ宿泊旅行者数の構成
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図1  宿泊旅行実施率の推移（性・年代別）
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延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
は
コ
ロ
ナ
前
の
６
割
強
に

ヤ
ン
グ
・
ミ
ド
ル
女
性
の
実
施
率
回
復
が
目
立
つ

年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
行
動
制
限
の
あ
っ
た
２
０
２
１
年
度
だ
が
、

宿
泊
旅
行
実
施
率
は
向
上
し
、
旅
行
市
場
に
は
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。

旅行市場
概観

A B C D A×B A×B×C A×B×C×D
各年10月1日現在

人口推計
（万人）※

宿泊旅行実施率
（％）

宿泊旅行実施者の
年間平均旅行回数

（回）

宿泊旅行実施者の
１回の旅行あたり
平均宿泊数（泊）

実宿泊旅行者数
（万人）

延べ宿泊旅行者数
（万人回）

延べ宿泊数
（万人泊）

2021年度 9,319 34.1 2.59 1.83 3,176 8,231 15,138

対2020年度比 8.6% 13.4% 19.3%

対2019年度比 -36.9% -39.4% -37.9%

2020年度 9,388 31.2 2.48 1.75 2,925 7,256 12,687

2019年度 9,388 53.6 2.70 1.80 5,031 13,575 24,393

2018年度 9,408 56.4 2.78 1.78 5,310 14,777 26,416

2017年度 9,438 55.6 2.78 1.76 5,244 14,556 25,646

表1 全国の宿泊旅行の実態

調査概要
調査名 じゃらん宿泊旅行調査2022
調査方法 インターネットによる調査
調査対象時期 2021年4月～2022年3月（調査実施は2022年4月）

調査内容
昨年度１年間に実施したすべての宿泊旅行（出張・帰
省・修学旅行などを除く）の行き先と回数について、ま
た１人最大３件までの個別宿泊旅行について、具体的
な内容を調査した。

サンプル数 14,123件

集計・
分析手法
について

はじめに2021年10月1日現在の人口速報集計（総務省
統計局発表）および1次調査結果を用いて、全国の宿
泊旅行者の母集団を推計した。次に、2次調査の集
計・分析にあたり、推計された宿泊旅行者の母集団に
おける都道府県別、性・年代別構成比に基づいてウェ
イトバックを行い、構成比のずれを補正している。
また、60歳以上の登録モニター数が少ない県につい
て、60歳以上の家族と同居している登録モニターに代
理回答を実施、2次調査の調査対象として追加した。
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１
回
あ
た
り
旅
行
費
用
は
１
割
増 

市
場
は
コ
ロ
ナ
前
の
６
割
程
度
に

　
大
人
１
人
１
回
あ
た
り
の
宿
泊
旅
行
費

用
の
総
額
（
図
３
）は
、
全
体
平
均
で
５
万

６
９
０
０
円
と
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
５

１
０
０
円
増
加
し
た
。
な
お
、
前
回
調
査

で
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
に
よ
る
割
引
金
額
（
実
際
に
は
旅
行
者

が
支
払
っ
て
い
な
い
金
額
）を
含
め
た
総

額
を
尋
ね
た
が
、
今
回
は
割
引
後
の
金
額

（
実
際
に
旅
行
者
が
支
払
っ
た
金
額
）を
尋

ね
て
い
る
た
め
、
実
際
の
支
払
金
額
ベ
ー

ス
で
比
較
す
る
と
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
ア
ッ

プ
額
は
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
く
に
個
人
旅
行
の
交
通
費
は
１
万
３

６
０
０
円
と
前
年
度
か
ら
２
５
０
０
円
ア

ッ
プ
。
パ
ッ
ク
旅
行
の
パ
ッ
ク
費
が
５
万

６
３
０
０
円
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
４
８

０
０
円
と
大
き
く
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
２
０
２
０
年
度
に
よ
く
見
ら
れ
た
近

場
へ
の
旅
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ

ズ
ム
傾
向
が
縮
小
し
、
遠
方
へ
の
旅
が
増

え
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　
現
地
消
費
に
つ
い
て
も
、
個
人
旅
行
で

２
万
２
２
０
０
円
、
パ
ッ
ク
旅
行
で
３
万

３
０
０
円
と
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
旅
先
で
行
っ
た
消

費
行
動
に
つ
い
て
聞
い
た
設
問
で
も
「
観

光
施
設
に
行
く
、
遊
ぶ
」の
実
施
率
上
昇

が
見
ら
れ
た
。
コ
ロ
ナ
１
年
目
に
多
く
見

ら
れ
た
「
宿
に
こ
も
っ
て
出
歩
か
な
い
」

と
い
う
滞
在
型
の
旅
行
ス
タ
イ
ル
か
ら
、

旅
先
で
消
費
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅

へ
の
揺
り
戻
し
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、「
旅
の
ス

タ
イ
ル
」に
関
す
る
デ
ー
タ
か
ら
も
読
み

取
れ
る
た
め
、
別
項
で
紹
介
し
た
い
（
詳

細
は
Ｐ
７
〜
）。

　
結
果
と
し
て
、
宿
泊
旅
行
に
か
け
ら
れ

た
費
用
の
総
額
（
図
４
）は
推
計
４
兆
６

８
３
７
億
円
に
。
２
０
２
０
年
度
と
比
べ

る
と
24
・
４
％
増
、
約
１
兆
円
の
拡
大
と

な
り
、
２
０
１
９
年
度
の
６
割
近
く
ま
で

回
復
し
た
。
ま
た
、
現
地
消
費
の
占
め
る

比
率
が
全
体
の
40
％
と
な
り
、
２
０
１
９

年
度
の
水
準
に
近
づ
い
た
こ
と
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。

宿
タ
イ
プ
の
変
化
が
示
す 

ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
の
増
加
傾
向

　
利
用
し
た
宿
泊
施
設
（
表
３
）に
つ
い

て
は
、
２
０
２
０
年
度
に
ト
ッ
プ
２
だ
っ

た
「
旅
館
」「
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
」が
そ
れ

ぞ
れ
減
少
。
２
０
１
９
年
度
か
ら
６
・
０

ポ
イ
ン
ト
減
と
大
き
く
減
少
し
て
い
た

「
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
」
が
プ
ラ
ス
に
転
じ

た
。
ト
ッ
プ
３
以
外
で
は
「
シ
テ
ィ
ホ
テ

ル
」も
増
加
。
設
備
の
充
実
し
た
旅
館
や

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に
滞
在
す
る
「
お
こ
も

り
旅
」は
、
コ
ロ
ナ
禍
中
の
旅
の
特
徴
の

一
つ
で
も
あ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年
度
は

ま
ち
あ
る
き
な
ど
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ブ

な
旅
行
が
戻
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

　
一
次
交
通
（
表
４
）で
は
「
自
家
用
車
」

が
前
年
度
よ
り
5
・
8
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、

「
新
幹
線
・
特
急
列
車
」や
「
日
本
航
空
や

全
日
空
の
飛
行
機
」
が
微
増
。「
Ｌ
Ｃ
Ｃ
」

「
新
幹
線
・
特
急
以
外
の
電
車
」も
１
〜
２

ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
い
て
、
感
染
防
止
対
策

と
し
て
注
目
さ
れ
た
自
家
用
車
移
動
か
ら

公
共
交
通
機
関
へ
の
シ
フ
ト
が
見
て
取
れ

た
。
な
お
二
次
交
通
で
も
同
様
の
傾
向
が

現
れ
て
い
る
。

「
遠
方
×
長
期
の
旅
は
一
人
で
」 

と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
可
能
性

　
旅
行
の
同
行
者
（
図
５
）で
は
、
２
０
２

０
年
度
に
減
少
し
た
「
一
人
旅
」が
再
び

増
加
に
転
じ
て
２
割
を
突
破
。「
夫
婦
二

人
で
の
旅
行
」が
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
前
の

傾
向
に
近
づ
い
た
。
と
は
い
え
、「
友
人
と

の
旅
行
」「
職
場
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
で
の

団
体
旅
行
」が
少
な
い
傾
向
は
続
い
て
い

て
、
ご
く
親
し
い
人
と
だ
け
行
く
少
人
数

表4  目的地までの主な交通手段トップ3
	  （単一回答） ※ベース：宿泊旅行件数

21年度 20年度 19年度

1 自家用車 48.1% 53.9% 39.9%

2 新幹線・特急列車 16.2% 14.1% 20.2%

3 日本航空や全日空の飛行機 12.0% 11.0% 16.1%

表3  宿泊施設のタイプ（単一回答）
	  ※ベース：宿泊旅行件数

21年度 20年度 19年度

1 旅館 23.5% 26.2% 21.0%

2 ビジネスホテル 22.1% 19.4% 25.4%

3 リゾートホテル 22.0% 24.7% 20.7%

図4  宿泊旅行にかけられた費用総額
0（%） 20 40 60 80 100

宿泊旅行にかけ
られた費用の総額

個人旅行と
パック旅行の内訳

費目別の内訳

個人旅行   
4兆2,085億円（89.9%）

パック旅行
4,752億円（10.1%）

21年度 全体

20年度 全体

19年度 全体

18年度 全体

17年度 全体

16年度 全体

15年度 全体

14年度 全体

13年度 全体

12年度 全体

図5  宿泊旅行の同行者 （単一回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数（単位：％）
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0.3

0.6
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0.5
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小学生以下子連れ家族旅行…小学生以下の子供を連れた家族旅行　中学生以上子連れ家族旅行…中学生以上20歳未満の子供を連れた家族旅行
団体旅行…職場やサークルなどでの団体旅行　※小学生未満の子供も連れている場合は小学生以下子連れ家族旅行に回答

グラフ中の略記について

21年度
20〜34歳
（ヤング）

35〜49歳
（ミドル）

50〜79歳
（シニア）

男性

女性

男性

女性

15.0 12.416.119.4 13.9 16.94.1

26.5 7.98.13.76.54.536.74.1

26.9 21.0 15.72.210.010.111.9

26.2 6.92.07.15.327.414.58.7

14.6 6.33.810.07.927.521.47.4

41.23.512.3 9.215.15.86.64.2

男性

女性

0.5

0.3

1.4

0.3

1.0

14.5 4.413.89.27.97.2 24.1 12.7 4.3

15.4 3.813.89.18.47.0 24.8 11.7 4.3

15.9 3.813.98.98.27.3 24.5 11.9 4.2

17.5 3.313.28.48.57.0 25.3 11.2 4.2

17.2 3.213.18.38.57.0 25.5 11.8 4.3

18.0 2.712.87.88.47.8 25.2 12.0 4.5

18.6 2.512.57.98.48.2 25.2 11.5 4.2

20.1 9.1 27.4 11.8 5.1 7.5 7.3 10.0

17.8 9.9 7.5 8.19.4 29.7 11.6 4.3 

17.2 2.912.78.48.97.3 25.7 11.1 4.5

1.1

1.0

1.4

0.9

0.9

宿泊費
1兆4,536億円（31.0%）

交通費
1兆476億円（22.4%）

現地消費
1兆8,736億円（40.0%）

パック費
3,090億円

4兆6,837億円（100.0％）

遠
方
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
旅
行
再
開
を
示
唆
？

交
通
費
や
現
地
消
費
額
が
増
え
る

コ
ロ
ナ
初
期
に
多
く
見
ら
れ
た
「
近
場
×
お
こ
も
り
」旅
が
一
段
落
？

旅
の
単
価
ア
ッ
プ
で
推
計
市
場
規
模
は
約
25
％
拡
大
し
た
。

グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
よ
り
少
人
数
化

「
長
期
旅
行
に
一
人
で
」の
傾
向
も

旅
の
個
人
化
は
今
後
も
継
続
？
コ
ロ
ナ
禍
中
に
生
ま
れ
た

新
た
な
ス
タ
イ
ル
が
定
着
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
見
え
て
き
た
。

202
2

旅行費用旅の
スタイル

参考

19年度 8兆1,215億円 -6.1%

18年度 8兆6,496億円 14.8%

17年度 7兆5,352億円 6.3%

宿泊旅行にかけられた
費用の総額

前年比
（%）

21年度 4兆6,837億円 24.4%

20年度 3兆7,659億円 -53.6%

（6.6%）

一人旅 恋人と
の旅行

夫婦二人で
の旅行

小学生以下
子連れ家族旅行

中学生以上
子連れ家族旅行

親連れ
家族旅行

その他の
家族旅行

友人との
旅行

団体旅行

その他

全旅行者 個人旅行 パック旅行

0 0 0

21年度

20年度

19年度

18年度

17年度

図3  1回の宿泊旅行にかかった費用（大人1人あたり） ※トリム1.0％平均　※追加消費行動が有効回答

20,000 20,000 20,00040,000 40,000 40,00060,000 60,000 60,000 80,000

※2018年度より現地小遣いの設問を変更し、トリム平均の処理も変更したたため、2017年度分については参考値
※百の位までの四捨五入で示しているため、合計が合わない場合がある
※トリム平均とは…… データ全体の上限と下限から一定の割合のデータをカットした残りのデータの平均のこと
	 ここでは、全体の上下合計1.0％の範囲にあるデータをカットした。金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるためである

34,900円 23,600円 58,500円 17,300円 15,900円 23,500円 56,700円 51,100円 24,100円 75,300円

34,700円 16,900円 51,600円 17,000円 16,000円 16,200円 49,300円 50,300円 22,700円 73,000円

参考

35,700円 24,100円 59,800円 17,500円 16,000円 23,900円 57,400円

宿泊＋交通 現地消費
総額 総額 総額
56,900円22,700円

（39.9%）34,200円

51,800円20,200円
（39.0%）31,600円

56,300円 30,300円
（35.0%） 86,500円

51,500円 26,300円
（33.8%） 77,800円

19,000円 13,600円 22,200円
（40.5%） 54,800円

18,600円 11,100円 19,600円
（39.7%） 49,400円

55,500円 26.300円 81,800円

宿泊費 交通費 現地消費 パック費 現地消費
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っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、
今
回

の
調
査
で
は
、
旅
行
１
回
あ
た
り
の
平
均

泊
数
が
１
・
83
泊
と
過
去
最
高
値
と
な
っ

て
い
る
（
図
６
）。
な
か
で
も
目
立
つ
の
が

６
泊
以
上
の
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
の
増
加
傾
向

で
、
こ
の
こ
と
と
一
人
旅
の
泊
数
の
多
さ

に
は
関
係
が
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
県
外
旅
行
者
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
０

年
度
と
比
べ
る
と
増
加
し
て
い
る
。
そ
の

分
県
内
旅
行
比
率
は
下
が
っ
た
が
、
数
と

し
て
は
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
こ
と
に
留

意
し
て
お
き
た
い
（
図
７
）。

　
旅
行
の
手
配
方
法
（
図
８
）に
つ
い
て

は
、
個
人
旅
行
の
比
率
が
93
・
３
％
ま
で

増
加
。
コ
ロ
ナ
影
響
の
強
く
出
た
２
０
２

０
年
度
と
比
較
す
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
側
面

で
揺
り
戻
し
が
感
じ
ら
れ
る
な
か
、
２
０

２
０
年
度
以
上
に
個
人
旅
行
化
が
進
ん
だ

形
で
、
今
後
こ
の
傾
向
が
継
続
す
る
の
か

ど
う
か
に
は
注
意
が
必
要
だ
ろ
う
。

「
お
こ
も
り
旅
」は
減
少
す
る
も 

コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と
増
加

　
旅
の
目
的
（
図
９
）を
見
て
み
る
と
、
前

回
コ
ロ
ナ
影
響
で
大
き
く
伸
び
た
「
宿
で

の
ん
び
り
過
ご
す
」「
温
泉
や
露
天
風
呂
」

は
や
や
減
少
。
一
方
で
、「
テ
ー
マ
パ
ー

ク
」「
お
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
」「
ス
ポ
ー
ツ
・

芸
能
鑑
賞
」な
ど
「
遊
び
に
出
る
」タ
イ
プ

の
旅
の
増
加
が
、
現
地
消
費
の
増
加
に
も

影
響
し
て
い
そ
う
だ
。

　
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
前
と
比
べ
る
と

「
宿
」「
温
泉
」
の
比
率
は
依
然
と
し
て
高

く
、
コ
ロ
ナ
影
響
が
全
く
な
か
っ
た
２
０

１
８
年
度
と
比
べ
る
と
「
宿
」は
10
・
８
ポ

イ
ン
ト
、「
温
泉
」は
５
・
2
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
お
こ
も
り
旅
」

人
気
は
、
と
く
に
女
性
で
顕
著
だ
。
こ
う

し
た
傾
向
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
一
時
的
な
影
響
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

全
体
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
継
続
す
る
可

能
性
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

旅
行
が
多
い
点
は
昨
年
と
同
様
。
全
体
的

に
、
旅
の
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
は
小
さ
く
な

っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
な
お
、「
一
人
旅
」に
つ
い
て
性
・
年
代

別
構
成
比
の
経
年
変
化
（
表
５
）を
見
て

み
る
と
、
今
回
の
増
加
の
一
因
は
女
性
の

一
人
旅
増
だ
と
分
か
る
。
と
く
に
20
〜
34

歳
女
性
、
35
〜
49
歳
女
性
で
の
伸
び
は
目

立
ち
、
２
０
１
９
年
度
と
比
較
し
て
も
増

え
て
い
る
ほ
ど
だ
。
感
染
症
へ
の
配
慮
か

ら
友
人
と
旅
に
行
く
の
を
控
え
た
分
、
ひ

と
り
で
旅
に
行
っ
た
な
ど
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
50
〜
79
歳
男

女
で
一
人
旅
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
も
注

目
し
た
い
。

　
こ
う
し
た
一
人
旅
の
増
加
に
着
目
し
、

同
行
者
別
に
旅
行
の
行
き
先
や
宿
泊
数
を

見
て
み
た
（
表
６
）。
一
人
旅
の
行
き
先
を

他
の
同
行
形
態
と
比
較
す
る
と
、
非
隣
接

ブ
ロ
ッ
ク
、
つ
ま
り
や
や
遠
い
行
き
先
で

あ
る
率
が
高
く
、
１
回
あ
た
り
の
泊
数
も

多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、
同
ブ

ロ
ッ
ク
内
で
の
旅
行
、
つ
ま
り
最
も
近
い

エ
リ
ア
へ
の
旅
行
を
選
ん
で
い
る
の
が
、

「
恋
人
と
の
旅
行
」や
「
小
学
生
以
下
子
連

れ
家
族
旅
行
」だ
。
コ
ロ
ナ
影
響
の
も
と

で
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
て
遠
方
へ

の
旅
に
人
を
誘
う
の
を
控
え
が
ち
だ
が
、

ど
う
し
て
も
行
き
た
い
と
思
う
遠
方
に
は

一
人
で
行
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
一
人
旅
の

比
率
を
押
し
上
げ
る
と
同
時
に
宿
泊
数
を

伸
ば
し
、
県
外
旅
行
の
増
加
に
も
つ
な
が

1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊以上 平均
21年度 
全体 60.7 22.5 9.5 3.1 1.6 2.6 1.83泊

20年度
全体 63.6 21.1 8.9 2.7 1.4 2.3 1.75泊

19年度
全体 56.9 26.4 10.0 3.0 1.6 2.1 1.80泊

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度

20～34歳 男性 23.2 26.1 26.9 28.8 29.1 26.8 27.4 29.8 26.0 26.9 

女性 10.2 11.6 12.6 14.3 12.6 13.9 14.4 13.7 11.0 15.0 

35～49歳 男性 20.9 21.9 23.0 24.8 24.2 26.2 24.5 26.4 27.1 26.2 

女性 8.0 9.7 10.1 11.7 11.3 10.7 12.1 12.7 12.9 14.6 

50～79歳 男性 16.9 17.7 18.3 19.2 20.1 20.7 22.1 21.2 23.2 26.5 

女性 11.3 11.0 10.4 12.3 11.4 10.6 11.9 12.5 9.1 12.3 

宿でのんびり過ごす

温泉や露天風呂

地元の
美味しいもの
を食べる

花見や紅葉などの
自然観賞

名所、旧跡の観光

テーマパーク
（遊園地、動物園、
博物館など）

買い物、
アウトレット

お祭りや
イベントへの
参加・見物

スポーツ観戦や
芸能鑑賞

（コンサート等）

アウトドア
（海水浴、
釣り、登山など）

まちあるき、
都市散策

各種体験（手作り、
果物狩りなど）

スキー・スノボ、
マリンスポーツ

その他スポーツ
（ゴルフ、
テニスなど）

ドライブ・
ツーリング

友人・
親戚を訪ねる

その他

図9　宿泊旅行の目的（複数回答）  ※ベース：延べ宿泊旅行件数
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図6　旅行１回あたりの宿泊数（単位：％）

15,000

10,000

5,000

0

（万人回）

居住県内旅行 居住県外旅行

1,652 1,478 1,855 1,937

14,252
13,115

5,892
6,817

図7　居住県内外別の延べ旅行者数の推移（推計値）
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表5　性・年代別「一人旅」構成比の推移（単位：％）

表6　同行形態別　宿泊旅行先のブロック構成比と泊数（単一回答／延べ宿泊旅行件数ベース、一部抜粋） （単位：％）

（居住ブロックと）同ブロック 隣接ブロック 非隣接ブロック 北海道ブロック 沖縄ブロック 泊数
21年度全体 45.4 29.7 17.7 4.6 2.6 1.83泊

一人旅 30.4 30.0 29.3 7.2 3.1 2.30泊

恋人との旅行 50.4 28.5 14.8 4.1 2.1 1.77泊

夫婦二人での旅行 48.7 29.0 15.4 4.1 2.8 1.83泊

小学生以下子連れ家族旅行 58.1 26.8 9.7 2.9 2.6 1.60泊

その他の家族旅行 46.7 31.3 16.6 2.9 2.4 1.63泊

友人との旅行 40.1 33.0 19.0 4.9 3.1 1.67泊

図8　旅行の手配方法（単位：％）
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■全体より5ポイント以上多い項目
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旅
行
者
数
で
再
び
東
京
が
ト
ッ
プ
に 

県
内
旅
行
定
着
で
勢
力
図
に
変
化
？

　
都
道
府
県
別
の
延
べ
宿
泊
旅
行
者
数
で

は
、
昨
年
初
め
て
ラ
ン
ク
を
下
げ
た
東
京

都
が
ト
ッ
プ
に
返
り
咲
き
（
表
７
）。
そ
の

他
多
く
の
地
域
で
旅
行
者
数
増
と
な
っ
た

が
、
と
く
に
東
京
都
、
大
阪
府
、
千
葉
県
、

福
岡
県
な
ど
都
市
部
を
中
心
に
順
位
が
上

昇
し
、
増
加
率
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
大
都
市

圏
が
上
位
を
占
め
る
（
表
８
）。
コ
ロ
ナ
禍

で
敬
遠
さ
れ
て
い
た
大
都
市
圏
へ
の
旅
が

戻
っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
だ
。

　
県
内
旅
行
は
全
体
で
22
・
１
％
と
比
率

は
や
や
低
下
し
た
が
、
こ
れ
は
県
外
旅
行

の
比
率
が
上
が
っ
た
た
め
に
相
対
的
に
下

が
っ
た
も
の
。
件
数
で
は
全
体
に
昨
年
と

同
程
度
の
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
て
（
Ｐ

８
図
7
も
参
照
）、
県
別
で
も
大
半
で
コ

ロ
ナ
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
な
ど
変
わ
ら

ず
需
要
が
あ
る
。
な
お
県
内
旅
行
率
ト
ッ

プ
は
２
０
２
０
年
度
に
続
き
北
海
道
。
５

位
の
長
崎
県
、
６
位
の
富
山
県
、
７
位
の

高
知
県
で
は
、
２
０
２
０
年
度
以
上
に
県

内
旅
行
比
率
が
上
が
る
結
果
と
な
っ
た

（
表
９
）。
ブ
ロ
ッ
ク
別
延
べ
宿
泊
旅
行
者

数
は
全
ブ
ロ
ッ
ク
で
増
加
。
な
か
で
も
関

東
へ
の
旅
行
は
３
２
６
万
人
、
関
西
へ
の

旅
行
は
１
８
２
万
人
と
大
き
く
伸
び
た
。

関
東
か
ら
各
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の
旅
行
者
も
増

え
て
い
る
（
表
10
）。

　
都
道
府
県
別
の
満
足
度
で
は
、
和
歌
山

県
が
初
の
総
合
１
位
に
（
表
11
）。
和
歌
山

県
で
は
県
内
旅
行
者
の
割
合
が
２
０
２
０

年
度
よ
り
も
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

コ
ロ
ナ
禍
で
遠
出
し
に
く
い
な
か
で
居
住

者
が
県
内
を
旅
先
に
選
び
、
改
め
て
地
元

の
観
光
力
の
高
さ
に
気
付
く
機
会
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
。

　
そ
の
他
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
食
の
分
野

で
ト
ッ
プ
３
を
北
陸
３
県
が
独
占
し
、
な

か
で
も
石
川
県
は
多
く
の
分
野
で
ト
ッ
プ

10
入
り
す
る
な
ど
評
価
を
上
げ
て
い
る
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
各
ラ
ン
キ
ン
グ
の
項

を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
（
表
12
）。

表7	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 ランキング

第 位

都道府県 推計値
1 東京都 647万人
2 北海道 608　　
3 長野県 414　　
4 静岡県 406　　
5 大阪府 382　　
6 神奈川県 373　　
7 京都府 365　　
8 千葉県 302　　
9 福岡県 293　　
10 兵庫県 288　　

表8	 都道府県別
	 延べ宿泊旅行者数
	 増加率ランキング

第 位

都道府県 増加率
1 東京都 50.3%
2 愛知県 42.3　
3 福岡県 41.1　
4 大阪府 35.3　
5 岡山県 30.7　
6 宮崎県 30.2　
7 茨城県 25.8　
8 長崎県 22.9　
9 京都府 21.5　
10 千葉県 21.3　

表12  項目別に見た評価の高い都道府県ランキング

地元ならではの
美味しい食べ物が多かった

海鮮への評価を武器に北陸3県が上位独占
昨年度もそれぞれトップ10入りを果たしていた
北陸3県がトップ4に。福井県は「かに」「そば」、
石川県は「寿司」「かに」「のどぐろ」、富山県は

「刺身」「白海老」「ぶり」などが高評価の源。そ
の他鹿児島県の「黒豚」、三重県の「伊勢海老」、
岐阜県の「飛騨牛」と海鮮や肉が強い。

第 位

全体平均（前年度 63.7%） 62.0 %
1 福井県 79.0 %
2 石川県 77.1 
3 富山県 74.1 
4 鹿児島県 73.4 
5 北海道 73.3 
6 三重県 72.7 
7 沖縄県 72.4 
8 高知県 72.2 
9 山形県 72.1 
10 岐阜県 72.0 

魅力のある特産品や
土産物が多かった

石川県が初の1位。地域の開発力が伝わる
調査開始以来16年間1位を維持していた沖縄
県に代わって石川県がトップに。海産物に加え

「和菓子」や「酒・地酒・日本酒」などが人気とな
った。他にも地酒やスイーツへの評価の声は多
く、地域側の商品開発力の向上を感じさせる。

第 位

若者が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

ビーチ、水族館、テーマパークが人気
1位の沖縄県は海や水族館、マリンスポーツが人
気。2位の千葉県、3位の大阪府はテーマパーク
を中心に、グランピングやサーフィン（千葉県）、
街歩き（大阪府）も評価された。9位の兵庫県は
新しいテーマパークの名前も多く挙がった。

第 位

全体平均（前年度 26.3%） 28.4%

1 沖縄県 47.7 %
2 千葉県 44.6 
3 大阪府 37.0 
4 長崎県 34.0 
5 北海道 33.8 
6 神奈川県 31.8 
7 東京都 31.2 
8 山梨県 30.7 
9 兵庫県 30.5 
10 大分県 30.3 

子供が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

上位3県はテーマパークや水族館が高評価
トップ3は2008年度から変わらず。テーマパー
クや水族館、ビーチなどが人気の要因だが、子
供向けのサービスなども評価のポイントとなっ
ている。10位の山梨県ではキャンプやフルーツ
狩りなどのアクティビティも人気だ。

第 位

全体平均（前年度 24.2%） 26.0%

1 千葉県 46.9 %
2 沖縄県 39.4 
3 和歌山県 34.2 
4 長崎県 32.2 
5 三重県 32.1 
6 北海道 30.9 
7 大阪府 30.8 
8 栃木県 30.6 
9 茨城県 30.4 
10 山梨県 29.3 

地元の人の
ホスピタリティを感じた

1位継続の沖縄県は観光施設以外でも高評価
沖縄県の1位は今回で17回目。宿や観光施設
に限らず、居酒屋での食事時、マリンスポーツの
体験時などでの印象を挙げる声が多い。圏外か
らランクインした5位の石川県でも、「どの店に行
ってもみんな親切」などのコメントが見られた。

第 位

全体平均（前年度 27.7%） 28.3%

1 沖縄県 46.6 %
2 愛媛県 36.8 
3 北海道 36.1 
4 山形県 35.9 
5 石川県 35.0 
6 徳島県 34.8 
7 青森県 33.2 
8 大分県 32.9 
9 島根県 32.8 
10 秋田県 32.5 

ご当地ならではの
体験・アクティビティが楽しめた

自然環境体験が強いが、ニッチなニーズも
マリンスポーツが人気の沖縄県が1位。2位徳島
県の渦潮観光、3位大分県の温泉巡りや地獄
蒸しなど自然環境を利用した体験への評価が
高いが、少数ながら「カーリング」「ウニ割」「スト
ーブ列車」などのご当地体験も支持されている。

第 位

全体平均（前年度 33.8%） 35.3 %

1 沖縄県 53.8 %
2 徳島県 45.5 
3 大分県 45.2 
4 長野県 44.3 
5 北海道 43.1 
6 山形県 42.2 
7 和歌山県 42.1 
8 群馬県 40.8 
9 青森県 40.7 
10 岐阜県 40.2 

魅力的な
宿泊施設が多かった

大分県は2年ぶり1位、群馬県が初のベスト3
高評価の理由として多くの温泉宿の名前が挙
がる大分県が2年ぶり11回目の1位に。2位の
沖縄県は洗練されたリゾートとして評価を集め、
調査開始以来初の3位となった群馬県は温泉
宿以外にキャンプやグランピング施設でも評価
を集めた。

第 位

全体平均（前年度 52.1%） 50.2 %
1 大分県 68.0 %
2 沖縄県 65.6 
3 群馬県 59.0 
4 神奈川県 58.3 
5 鹿児島県 58.1 
6 北海道 57.8 
6 石川県 57.8 
8 静岡県 56.9 
9 京都府 56.1 
10 山形県 55.2 

大人が楽しめるスポットや
施設・体験が多かった

京都府が12年ぶり1位。神社仏閣に支持
12年ぶり3回目の1位を獲得した京都府、3年
ぶりにベスト3入りの奈良県など、神社仏閣巡
りが大人レジャーの王道として評価されている。
3位の沖縄県では、海やマリンスポーツ、宿泊
施設を評価ポイントとして挙げる人も多い。

第 位

現地で良い観光情報を
入手できた

「ネットやSNS」と「人」の両方が評価される
宿や飲食店、観光施設、パンフレットなど従来
の接点に加え、インターネットやSNSでの情報
提供が増加。とくに2位の京都府はSNSや検
索サイトが評価された。一方で1位の沖縄県で
は地元の人からの情報に強みがあるようだ。

第 位

全体平均（前年度 27.2%） 28.1%

1 沖縄県 46.1 %
2 京都府 36.9 
3 愛媛県 36.8 
4 北海道 36.4 
4 徳島県 36.4 
6 高知県 34.9 
7 鹿児島県 34.2 
8 島根県 33.5 
9 石川県 32.7 
10 奈良県 31.5 

全体平均（前年度 39.7%） 40.2%

1 京都府 52.7 %
2 奈良県 51.2 
3 沖縄県 51.1 
4 千葉県 49.3 
5 大分県 46.6 
6 神奈川県 45.2 
6 長崎県 45.2 
8 石川県 44.5 
9 愛媛県 43.5 
10 北海道 43.1 

第 位

表9	 居住県内の旅行の割合
	 ランキング　　　　　     （％）

都道府県 21年度 20年度 19年度
全体 22.1 23.9 10.1

1 北海道 65.0 76.7 55.2
2 岩手県 57.3 59.5 16.9
3 秋田県 52.4 61.0 6.1
4 新潟県 47.7 48.1 16.3
5 長崎県 45.2 33.0 12.4
6 富山県 43.5 31.6 8.5
7 高知県 42.3 24.5 7.4
8 長野県 41.7 42.7 19.6
9 青森県 39.9 42.4 10.2
10 福島県 39.8 40.0 22.4

表11	 総合的な満足度の
	 高かった都道府県
全体平均（前年度 85.8） 84.6%

1 和歌山県 91.0% 
2 沖縄県 90.8　 
3 三重県 89.7　
4 北海道 88.3　
5 京都府 88.1　
6 青森県 88.0　
7 福井県 87.8　
8 長崎県 87.5　
9 静岡県 87.2　
10 大分県 87.1　

位第

表10  居住ブロック別にみた宿泊先ブロック別の延べ旅行者数の増減数  （19→20年度）

※-100万人以上：網掛け白文字

（単位：万人） 北海道 東北 関東 甲信越・
北陸 東海 関西 中四国 九州 沖縄

21年度 608 775 1,902 1,089 962 1,311 808 1,014 284
20年度 526 741 1,576 996 854 1,129 774 886 265
19年度 1,091 1,191 3,488 1,735 1,586 2,188 1,279 1,559 474
21年度−20年度 82 34 326 93 108 182 35 127 19
北海道 4 11 29 2 4 7 2 -1 8
東北 7 -8 37 1 5 3 4 2 -1
関東 34 44 38 14 50 75 31 55 13
甲信越・北陸 4 -2 27 46 9 -2 3 6 3
東海 18 -3 48 19 9 36 -4 14 3
関西 7 -3 57 8 16 32 2 18 8
中四国 0 -4 28 -1 7 22 2 9 1
九州 5 -3 52 4 7 7 -4 23 4
沖縄 4 2 10 1 2 3 -2 1 -20

居
住
ブ
ロ
ッ
ク

宿泊先ブロック

202
2

大
都
市
圏
へ
の
旅
行
が
回
復

総
合
1
位
の
和
歌
山
県
、
北
陸
勢
も
健
闘

大
都
市
圏
へ
の
旅
行
増
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
ゆ
る
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、

評
価
に
お
け
る
上
位
陣
の
変
化
な
ど
、
今
後
の
国
内
旅
行
に
つ
な
が
る
動
き
も
出
て
き
て
い
る
。

都道府県別

全体平均（前年度 52.0%） 50.9%

1 石川県 65.0 %
2 沖縄県 63.4 
3 山形県 61.9 
4 愛媛県 61.5 
5 北海道 60.9 
6 鹿児島県 60.2 
7 京都府 59.3 
8 青森県 58.3 
9 長崎県 57.9 
10 高知県 57.8 
10 熊本県 57.8 

11 September  2022 10



恐
怖
感
×
旅
行
意
向
で 

「
旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
」を
み
る

　
第
一
回
調
査
時
点
（
２
０
２
０
年
７

月
）か
ら
「
旅
行
に
行
き
た
い
気
持
ち
」に

変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
見
る
た
め
に

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
恐
怖
感
（
以
下
、
恐
怖
感
）」と
「
旅
行

意
向
」に
つ
い
て
共
通
の
問
い
を
設
け
て

比
較
し
た
。

　
恐
怖
感
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
へ
の
恐

怖
感
を
０
＝
「
ま
っ
た
く
恐
ろ
し
く
な
い
」

か
ら
10
＝
「
最
大
の
恐
怖
」の
数
値
で
回
答

し
て
も
ら
っ
て
比
較
。
２
０
２
０
年
調
査

で
は
「
８
」以
上
の
強
い
恐
怖
感
が
４
割
を

超
え
て
い
た
の
が
、
今
回
は
20
ポ
イ
ン
ト

近
く
減
少
し
、
恐
怖
感
は
こ
の
２
年
間
で

大
き
く
和
ら
い
だ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
同
じ
く
旅
行
意
向
に
つ
い
て
も
、
０
＝

「
全
く
行
き
た
く
な
い
」か
ら
10
＝
「
す
で

に
行
く
こ
と
を
決
め
た
」と
し
て
集
計
し

た
。
２
０
２
０
年
調
査
で
は
「
０
」が
15
％

以
上
。
調
査
対
象
者
は
２
０
１
９
年
４
月

〜
２
０
２
０
年
３
月
の
間
に
実
際
に
旅
行

に
行
っ
て
い
た
人
で
あ
り
、
本
来
は
一
定

の
旅
行
意
向
が
あ
る
人
た
ち
だ
が
、
と
く

に
シ
ニ
ア
女
性
を
中
心
に
多
く
が
「
行
き

た
く
な
い
」に
転
じ
て
い
た
。
し
か
し
今

回
の
調
査
で
は
「
０
」が
２
・
１
％
ま
で
減

少
し
、
全
体
平
均
も
４
・
９
か
ら
６
・
９

に
上
が
る
な
ど
、
全
体
に
旅
に
行
き
た
い

気
持
ち
が
増
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
両
者
を
掛
け
合
わ
せ
る
こ
と

で
よ
り
リ
ア
ル
に
旅
行
に
向
け
て
動
く
気

持
ち
を
捉
え
た
の
が
図
10
。「
恐
怖
感
」と

「
旅
行
意
向
」を
そ
れ
ぞ
れ
小
（
０
〜
３
）、

中
（
４
〜
７
）、
大
（
８
〜
10
）と
３
段
階

に
集
約
し
、
そ
の
掛
け
合
わ
せ
で
ボ
リ
ュ

ー
ム
の
推
移
を
捉
え
て
い
る

　
最
も
増
え
た
の
は
「
恐
怖
感
中
」×
「
旅

行
意
向
大
」で
、
９
・
８
％
→
22
・
４
％
と

12
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
。
次
い
で
「
恐
怖

感
中
×
旅
行
意
向
中
」が
25
・
０
％
→
33
・

１
％
と
＋
８
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

る
。

気
持
ち
の
変
化
が
大
き
い
の
は 

女
性
と
60
代
男
性

　
さ
ら
に
こ
う
し
た
傾
向
を
恐
怖
感
×
旅

行
意
向
を
性
・
年
代
別
で
捉
え
た
の
が
図

11
。
横
軸
に
「
恐
怖
感
」、
縦
軸
に
「
旅
行

意
向
」を
と
り
、
２
０
２
０
年
と
２
０
２

２
年
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
性
・
年
代
別

の
加
重
平
均
値
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
こ
れ

を
見
る
と
、
全
体
に
矢
印
が
右
上
に
伸
び

て
い
て
、
２
０
２
０
年
調
査
時
に
比
べ
て

恐
怖
感
は
弱
ま
り
、
旅
行
意
向
が
増
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
女
性
を
示
す
矢
印
が
グ

ラ
フ
の
左
側
に
あ
る
こ
と
は
、
女
性
の
ほ

う
が
よ
り
恐
怖
感
を
大
き
く
感
じ
て
い
る

こ
と
を
示
す
が
、
変
化
の
大
き
さ
を
反
映

す
る
矢
印
の
長
さ
は
女
性
の
方
が
長
く
、

旅
行
意
向
の
増
加
度
も
大
き
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
と
く
に
変
化
が
大
き
い
の
は

高
齢
層
（
50
代
、
60
代
以
上
）の
女
性
だ
。

男
性
で
は
、
20
代
、
30
代
は
変
化
が
小
さ

い
が
、
60
代
に
つ
い
て
は
女
性
と
同
じ
よ

う
に
旅
行
意
向
の
高
さ
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
後
は
女
性
と
と
も
に
シ
ニ

ア
男
性
が
旅
行
に
戻
っ
て
く
る
可
能
性
も

高
そ
う
だ
。

「
趣
味
・
余
暇
」に
使
う
時
間
は 

コ
ロ
ナ
前
よ
り
増
え
る
見
込
み

  

時
間
の
使
い
方
も
コ
ロ
ナ
禍
で
変
化
し

た
こ
と
の
一
つ
だ
が
、
今
後
は
ど
う
変
わ

る
の
だ
ろ
う
か
？
第
一
回
調
査
で
は
コ
ロ

ナ
前
と
２
０
２
０
年
の
変
化
を
聞
い
た
が
、

今
回
の
調
査
で
は
こ
れ
に
加
え
、「
コ
ロ

ナ
禍
が
落
ち
着
い
た
あ
と
の
時
間
の
使
い

方
が
ど
う
な
り
そ
う
か
」に
つ
い
て
も
尋

ね
て
数
値
化
。
そ
の
結
果
か
ら
、
コ
ロ
ナ

前
を
「
０
」と
し
た
場
合
の
増
減
傾
向
を

パ
タ
ー
ン
化
し
た
（
図
12
）。

　
コ
ロ
ナ
で
増
え
た
が
も
と
に
戻
る
の
は

「
家
で
過
ご
す
時
間
」「
睡
眠
時
間
」。「
仕

事
」「
社
会
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」は
コ

ロ
ナ
影
響
で
減
少
し
た
が
回
復
し
、「
趣

味
・
余
暇
」と
と
も
に
コ
ロ
ナ
前
よ
り
も
伸

び
る
傾
向
に
あ
る
。
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
最

も
大
き
く
減
少
し
た
「
人
付
き
合
い
」の

た
め
の
時
間
も
回
復
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

「
趣
味
・
余
暇
」に
含
ま
れ
る
旅
行
も
、
コ

ロ
ナ
前
よ
り
伸
び
る
こ
と
が
期
待
で
き
そ

う
だ
。

「旅行価値観への影響」調査

図12  時間の使い方の時系列変化

0%

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

家庭

睡眠

人付き合い

趣味・
余暇

社会活動・
ボランティア仕事

行
き
た
い

恐ろしい 恐ろしくない

行
き
た
く
な
い

2020年
2022年

20代
30代
40代
50代
60代以上60代以上

20代
30代
40代
50代
60代以上60代以上

全体

図10	 新型コロナウイルス恐怖感×旅行意向
	 （2020年、22年） 

図11  新型コロナ恐怖感×旅行意向（加重平均）
	 2020年～2022年の変化

26.3%
（11.1）

21.1%
（10.7）

36.8%（2.6） 20.5%（1.5）42.4%（3.0）

13.2%
（6.7）

65.6%
（33.1）

20.6%
（8.7）

53.0%
（22.4）

新型コロナウイルス恐怖感

大（8〜10） 中（4〜7） 小（0〜3）

大
（8〜10）

（n=2,020）

中
（4〜7）

（n=2,412）

42.3
%

50.5
%

7.2
%

旅
行
意
向

小（0〜3）
（n=342）

2022年

調査概要

調査名 「新型コロナウイルス感染症による
旅行価値観への影響」調査

調査方法 インターネットによる調査

調査対象時期

今回調査2022年3月4日（金）～
2022年3月7日（月）
前回調査2020年7月31日（金）～
2020年8月2日（日）

調査対象者 全国20歳以上の過去1年間
サンプル数 5,150件

集計・分析手法
について

性・年代によって10セルのセグメントに分類
し、各セル515人ずつ回収。「じゃらん宿泊旅
行調査2021」より得られた旅行者の性・年代
別構成比に合わせてウエイトバックを実施

ウ
イ
ル
ス
へ
の
恐
怖
感
が
和
ら
ぎ
、

「
旅
行
し
た
い
」気
持
ち
が
高
ま
る

前
回
調
査
で
も
「
い
ず
れ
は
戻
る
」と
予
想
さ
れ
て
い
た
「
旅
へ
の
欲
求
」。

コ
ロ
ナ
へ
の
恐
怖
心
の
減
少
と
と
も
に
「
行
き
た
い
気
持
ち
」が
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

旅を
したいか？

コ
ロ
ナ
前
か
ら

コ
ロ
ナ
前
か
ら
変
わ
ら
な

変
わ
ら
な
いい
こ
と
こ
と

旅
へ
の
欲
求
。「
旅
を
し
た
い
」気
持
ち
は
い
ず
れ

コ
ロ
ナ
前
の
状
態
に
戻
る
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら

コ
ロ
ナ
前
か
ら
変
わ
る

変
わ
る
こ
と
こ
と

①
価
値
観
＝
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
化

　
社
会
的
欲
求
か
ら
来
る
消
費
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

車
な
ど
）は
減
り
、
身
の
丈
消
費
、
自
分
の
生

活
を
守
る
行
動
が
第
一
と
な
る
。

②
地
方
へ
の
関
心
＝
上
昇

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
都
会
生
活
へ
の
疑
問
か
ら
地

方
に
目
が
向
く
。
地
方
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
。

③
旅
行
グ
ル
ー
プ
サ
イ
ズ
＝
縮
小

　
感
染
症
対
策
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
実
は
コ
ロ

ナ
前
か
ら
見
ら
れ
た
現
象
。
旅
に
個
人
の
志
向

が
出
や
す
く
な
り
、
地
域
に
は
そ
れ
に
応
え
る

個
性
が
必
要
に
な
る
。

④
社
会
の
目
、
地
域
の
目
＝
よ
り
厳
し
く
観
光
客
、

観
光
事
業
者
、
住
民
の
バ
ラ
ン
ス
が
問
わ
れ
、

住
民
視
点
を
取
り
入
れ
た
持
続
可
能
な
観
光

地
経
営
が
求
め
ら
れ
る
。
地
域
支
援
志
向
で
訪

れ
て
く
れ
る
観
光
客
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
必

要
。

第
二
回
調
査
の
結
果
を
見
て
い
く
際
に
は
、
第
一

回
調
査
か
ら
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
か
に
も

注
目
し
た
い
。
変
化
の
揺
り
戻
し
、
逆
に
さ
ら
に

強
化
さ
れ
た
価
値
観
を
つ
か
む
こ
と
が
、
今
後
の

需
要
拡
大
、
満
足
度
向
上
の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

ここからどう変わる？
第一回調査の振り返り

地方への関心増
価値観は身の丈化
今回の『新型コロナウイルス感染症
による旅行価値観への影響』調査
は二回目。前回からどのような変化
があったかを見ていくため、第一回
調査（２０２０年７月実施）で得られ
た知見を確認しておく。

43.8%
（10.0）

57.4%
（19.5）

36.9%
（12.6）

33.9%
（14.7）

57.9 %
（25.0）

13.3%
（3.0）

43.0%
（9.8）

新型コロナウイルス恐怖感

大（8〜10） 中（4〜7） 小（0〜3）

大
（8〜10）

（n=2,400）

中
（4〜7）

（n=4,563）

22.7
%

43.2
%

34.0
%

旅
行
意
欲

小
（0〜3）

（n=3,593)

8.2%
（3.5）

5.6%
（1.9）

2020年

※（  ）内の数値は全体を100％とした時の割合

旅
行
意
向

新型コロナウイルス
恐怖感
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シ
ョ
ッ
ク
か
ら
立
ち
直
る
た
め 

自
分
の
気
持
ち
に
正
直
に
な
る
傾
向

　
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
増
加
し
、
そ
の
ま
ま

あ
る
程
度
定
着
し
そ
う
な
の
は
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
心
理
的
シ
ョ
ッ
ク
や
、
そ
こ
か
ら

逃
れ
る
た
め
に
娯
楽
を
求
め
る
気
持
ち

（
現
実
逃
避
）、
エ
コ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
、
一
人
時
間
へ
の
意
識
な
ど
（
①
）。
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
た
領
域

で
、
そ
の
名
残
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。
増

加
し
た
が
戻
る
の
が
「
過
剰
」な
反
応
や

不
安
（
②
）。「
そ
こ
ま
で
は
必
要
な
い
と

わ
か
っ
た
」ジ
ャ
ン
ル
と
言
え
る
。
増
加

し
た
ま
ま
定
着
、
ま
た
は
伸
び
そ
う
な
価

値
観
は
、
地
元
・
地
方
志
向
や
、
背
伸
び

せ
ず
あ
り
の
ま
ま
で
い
た
い
と
い
う
欲
求
、

社
会
貢
献
意
欲
な
ど
（
③
）。
人
と
の
つ
な

が
り
や
出
会
い
を
求
め
る
一
方
で
、
不
必

要
な
人
間
関
係
は
整
理
す
る
傾
向
も
強
ま

り
そ
う
だ
。
自
然
・
地
方
志
向
と
そ
れ
に

伴
う
エ
コ
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
へ
の
関
心
も

さ
ら
に
上
昇
す
る
と
み
ら
れ
る
。

我
慢
し
て
い
た
こ
と
を 

楽
し
む
た
め
の
消
費
が
増
え
る

　
コ
ロ
ナ
で
減
少
し
た
が
将
来
は
コ
ロ
ナ

前
以
上
に
消
費
が
増
え
そ
う
な
の
は
、
外

出
、
交
際
、
趣
味
に
関
す
る
項
目
（
①
）。

娯
楽
に
関
す
る
項
目
が
目
立
つ
が
、「
コ

ロ
ナ
で
我
慢
し
て
い
た
」ジ
ャ
ン
ル
と
言

う
こ
と
も
で
き
、「
旅
行
」も
含
め
て
伸
び

て
い
き
そ
う
だ
。
同
じ
「
増
え
る
」で
も
、

一
定
ペ
ー
ス
で
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
の

が
教
育
や
医
療
、
貯
蓄
・
投
資
な
ど
の
費

用
（
②
）。
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
は
別
に
社
会

的
に
成
長
が
見
込
ま
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
い

え
る
。
逆
に
、
コ
ロ
ナ
禍
中
に
増
加
し
た

が
戻
り
そ
う
な
の
が
内
食
需
要
（
③
）。
外

出
で
き
な
い
間
の
「
特
需
」だ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
な
お
、
旅
行
に
か
け
る
お
金
に
つ
い
て
、

コ
ロ
ナ
前
を
０
と
し
た
場
合
の
変
化
を
聞

い
た
結
果
は
、
ま
さ
に
①
の
パ
タ
ー
ン
と

な
っ
た
（
図
13
）。
全
体
に
男
性
で
は
そ
も

そ
も
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
が
小
さ
く
、
と

く
に
20
代
で
そ
の
傾
向
が
強
い
。
女
性
は

コ
ロ
ナ
に
よ
る
落
ち
込
み
が
大
き
か
っ
た

が
、
そ
の
分
、
未
来
に
関
し
て
は
需
要
が

大
き
く
盛
り
返
す
と
見
込
ま
れ
る
。

「旅行価値観への影響」調査

シ
ョ
ッ
ク
は
去
っ
て
も
ぼ
ん
や
り
不
安

「
身
の
丈
」志
向
は
続
き
、
絆
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
前
後
に
お
け
る
価
値
観
の
変
化
を
３
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
パ
タ
ー
ン
化
。

強
化
さ
れ
る
こ
と
、
も
と
に
戻
る
こ
と
を
「
生
活
価
値
観
」「
お
金
」「
行
動
」の
面
か
ら
捉
え
る
。

価値観の
変化

パターン①   減少したが、将来はコロナ前より増えるもの
あてはまる項目例
□外出着
□ファッション・小物（バッグ・靴等）
□旅行
□人との交際・お金（飲食を含む）
□趣味

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン③   増加したが、元に戻るもの
あてはまる項目例
□家での食事

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン②   徐々に増加しているもの
あてはまる項目例
□子どものための教養・勉強・スポーツ
□家事の代行サービス
□土地・住宅
□健康診断・予防を含めての医療
□貯蓄に回す
□株など投資に回す

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

生
活
価
値
観

お
金

コロナで
増加

徐々に
増加

元に
戻る

コロナで
減少

コロナ前より
増える

60
40
20

0
-20
-40
-60

コロナ前 withコロナ 未来
2020年 2022年

旅行にかけるお金   全体 ー -50.5 -31.8 46.2 
男性  20代 ー -19.2 2.9 35.7 

30代 ー -34.7 -13.1 30.7 
40代 ー -44.3 -25.3 33.3 
50代 ー -37.3 -30.7 33.0 
60代以上 ー -41.2 -29.5 50.1 

女性  20代 ー -55.7 -32.0 52.8 
30代 ー -69.7 -40.6 53.0 
40代 ー -66.4 -50.3 53.8 
50代 ー -64.8 -44.0 51.1 
60代以上 ー -61.1 -42.4 61.5 

図13	 性・年代別  旅行へのお金の使い方
男性 ー20代

ー30代
ー40代
ー50代
ー60代以上

女性  ー20代
ー30代
ー40代
ー50代
ー60代以上

全体ー

  

（%）

あてはまる項目例
□自分たちの普段の生活がいかに脆いものであったかを実感した
□世の中の格差、貧富の差を強く感じるようになった
□完全に感染リスクがなくならないと何もできないと思う
□外出するのが億劫になった（出不精になった）
□何も考えずにのんびりしたい
□一人になる時間も大事だと思うようになった
□節約意識が高まった
□地産地消が良いと思うようになった
□三密などのリスクを避けるためのサービスを受けるためには少々金額が上乗せさ

れるのは仕方ないと思う

パターン①   増加し、ある程度定着する価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

あてはまる項目例
□旅行・旅に関する意識や行動は大きく変わると思う
□移動手段は自家用車がベストだと思うようになった
□自分の都道府県以外から来た人などよそ者には抵抗感がある

パターン②   増加したが、元に戻る価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

あてはまる項目例
□地元（生まれ育った場所など）に帰りたい
　（今地元に住んでいる人は、住み続けたい）と思うようになった
□エコや環境保護の意識が高まった
□近所や地域のコミュニティとのつながりが大事だと思うようになった
□信頼できるお店・宿泊施設・メーカーであればより強く繋がりたいと思うようになった
□友人や仲間とのつながりが大事だと思うようになった
□無理な背伸びはせず身の丈に合った暮らしができればいいと思うようになった
□フェイスツーフェイスのコミュニケーションの必要性・重要性の認識が高まった
□とにかく楽しいことがしたい
□懐かしいものに心惹かれるようになった
□生きていくのはしんどいと思うようになった

パターン③   増加し、定着・残存・もしくは伸びる価値観

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

非
接
触
や
地
方
部
へ
の
移
動
は 

今
後
も
定
着
、
増
加
す
る
見
込
み

　
マ
ス
ク
の
着
用
を
は
じ
め
、
意
識
は
す

る
が
面
倒
と
思
わ
れ
が
ち
な
こ
と
は
徐
々

に
実
行
さ
れ
な
く
な
り
そ
う
だ
（
①
）。
逆

に
、
非
接
触
行
動
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に

や
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と

は
定
着
し
て
い
く
傾
向
（
②
）。
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
用
品
の
購
入
な
ど
、
他
者
と
の
付
き

合
い
を
想
定
し
た
社
会
的
な
消
費
行
動
、

地
方
部
へ
の
移
動
な
ど
は
、
コ
ロ
ナ
で
減

少
し
た
が
今
後
は
回
復
し
そ
う
だ
（
③
）。

行
動

パターン①   増加し、徐々に実行されなくなる行動
あてはまる項目例
□感染対策
□日用品の買いだめ
□在宅勤務
□部屋で運動する
□インターネット通販を利用する
□出前・テイクアウトを利用する
□防災グッズや感染対策グッズの備蓄をする

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン③   減少したが、少し回復し増える行動
あてはまる項目例
□高級品・ブランド品を買う
□ファッション用品（衣類、化粧品など）を買う
□都市（中心地）から地方部へ移動

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

パターン②   増加し、そのまま定着する行動
あてはまる項目例
□非接触行動（キャッシュレス決済など）
□断捨離する
□旅行について考える、過去の旅行を振り返る
　（懐かしむ）
□SNSの投稿をする

0

コロナ前 withコロナ 未来
20年 22年

%

%

%

%

%

%

%

%

%
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最
優
先
す
る
べ
き
市
場
は 

「
コ
ロ
ナ
で
で
き
な
か
っ
た
旅
」

　
旅
行
目
的
（
図
14
）で
は
「
宿
」「
美
味

し
い
も
の
」「
温
泉
」な
ど
従
来
か
ら
人
気

の
高
い
内
容
が
安
定
市
場
と
し
て
出
現
。

最
優
先
市
場
に
は
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」「
買

い
物
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」な
ど
、
コ
ロ
ナ

禍
で
実
行
で
き
な
か
っ
た
内
容
が
入
る
。

　
旅
行
種
別
（
図
15
）で
は
、
感
染
に
配
慮

し
た
旅
行
ス
タ
イ
ル
に
加
え
「
温
泉
宿
」

「
安
く
行
け
る
」な
ど
従
来
に
近
い
ニ
ー
ズ

が
安
定
市
場
を
形
成
。
最
優
先
市
場
に
は

「
飛
行
機
で
移
動
す
る
旅
行
」「
都
市
部
」

な
ど
、
こ
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
で
控
え
ら
れ
て

い
た
ス
タ
イ
ル
が
出
揃
っ
た
。

　
な
お
、
今
後
の
旅
行
に
つ
い
て
魅
力
的

と
感
じ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
分
散
化

を
可
能
に
す
る
「
平
日
旅
」が
２
０
２
０

年
度
調
査
か
ら
６
・
１
ポ
イ
ン
ト
増
で
ト

ッ
プ
に
（
図
16
）。「
W
i
-F
i
環
境
」や

「
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
」、「
宿
泊
施
設
や
観
光

地
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」な
ど

も
５
ポ
イ
ン
ト
以
上
増
加
し
て
い
る
。

「旅行価値観への影響」調査

ア
ク
テ
ィ
ブ
な
旅
を
求
め
つ
つ

平
日
旅
な
ど
分
散
化
へ
の
意
向
も

「
ニ
ー
ズ
の
多
寡
」と
「
市
場
の
伸
び
率
」に
よ
っ
て
分
析
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｍ
分
析
か
ら

今
後
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
市
場
を
検
討
す
る
。

どんな旅を
したいか

地
域
の
個
性
を
活
か
し
つ
つ 

旅
行
者
が
自
己
を
解
放
で
き
る
場
へ

 

『
旅
行
価
値
観
へ
の
影
響
』調
査
か
ら
見

え
て
き
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
を
重

ね
、
未
だ
残
る
不
安
を
抱
え
る
人
々
の
姿
。

そ
こ
に
は
、「
娯
楽
や
癒
や
し
」を
得
た
り

「
人
と
の
関
係
性
の
修
復
／
構
築
」に
つ
な

が
る
旅
行
の
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
る
。「
ス

ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
、
自
分
の
欲
に
正

直
に
な
る
」ニ
ー
ズ
か
ら
は
、
プ
リ
ミ
テ

ィ
ブ
な
欲
求
を
満
た
す
商
品
の
必
要
性
も

感
じ
ら
れ
る
。『
じ
ゃ
ら
ん
宿
泊
旅
行
調

査
２
０
２
２
』に
見
ら
れ
る
、
地
域
に
根

差
し
た
文
化
や
居
心
地
の
よ
さ
を
求
め
る

意
識
も
そ
の
一
環
だ
。

　
地
域
は
、
旅
行
者
が
心
か
ら
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
、
真
の
意
味
で
自
己
を
解
放
で
き

る
居
心
地
の
よ
い
場
所
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
が
本
来

持
つ
風
土
や
文
化
な
ど
の
個
性
を
よ
り
明

確
に
認
識
し
、
表
現
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

「
ど
ん
な
時
間
／
ど
ん
な
気
持
ち
を
提
供

で
き
る
場
所
な
の
か
？
」を
具
体
的
に
伝

え
る
た
め
に
も
、
地
域
が
あ
り
た
い
姿
を

見
定
め
て
、
や
る
べ
き
こ
と
を
決
め
て
い

く
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」思
考
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
旅
行
者
に
と
っ
て

も
地
域
に
と
っ
て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

再
生
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

観
光
地
も
旅
行
者
も
自
己
を
解
放
し

再
生
す
る
新
し
い
旅
へ

２
つ
の
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
現
在
〜
今
後
の
旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に 

地
域
が
答
え
る
に
は
ど
う
す
る
べ
き
か
を
考
え
る
。

全体
まとめ

ぼんやりした
不安

より自分に正直になれる
自己解放

他者とのつながりによる
自己再生

社会的欲求 結びつく
旅行スタイル

同行者との絆旅
地域での出会い
好きなもの×地域

□定番の宿・食・温泉
□アウトドア
□テーマパーク、体験
□同行者との共同体験
□趣味にあった行き先や目的

『じゃらん宿泊旅行調査2022』
にも見られた

旅行先での意識・
行動の変化

『じゃらん宿泊旅行調査2022』によると、「旅行において意識したこと・
実施したこと」として、地域に根差した文化や居心地のよさを求める項
目が上昇傾向。『第二回新型コロナウイルス感染症による旅行価値観へ
の影響』に見られる「地元・地方志向」とも合致する。

図17　旅行先での意識・行動（単一回答／1回の旅行についてのみ） ※『じゃらん宿泊旅行調査2022』より

旅行先の風土や生活習慣を体験する
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計
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将来の移住やライフスタイルの参考になりそうな旅をする
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暮らすように旅をする
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図16　魅力的と感じるサービス上位20
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図15　今後の旅行種別のPPM分析
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図14　今後の旅行目的のPPM分析
2.0

1.0
0

対
2
0
2
0
年
伸
び
率（
倍
）

2020年％

アウトドア

お祭りやイベントへの
参加・見物

テーマパーク

友人・親戚をお訪ねる

買い物、アウトレット

まちあるき、都市散策
花見や効用などの
自然鑑賞

宿でのんびり過ごす

各種体験

名所、旧跡
の観光

地元の美味しい
ものを食べる

マリンスポーツ

その他スポーツ
帰省も兼ねて

スポーツ観戦や芸術鑑賞

ドライブ・ツーリング

マイナー市場
（成長率:低・需要:小）

兆し市場
（成長率:高／需要:小）

60

最優先市場
（成長率:高／需要:大）

安定市場
（成長率:低／需要:大）

温泉や露天風呂

17 September  2022 16


